
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3005 

令和５年度 工業科（建築・都市工学科(前期)） 

令和５年度 工業科（建築科（後期）） 

 

教科 工業 科目 工業情報数理 単位数 ２単位 年次 

【前期】 

AC科１年 

【後期】 

A科１年 

使用教科書 「工業情報数理」（実教出版） 

副教材等 「３０時間でマスター Office2016」（実教出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

座学と実習で進めていく授業です。座学では必要な知識や用語を覚えます。実習では機器の操作

方法、プレゼンテーションや様々な技法について理解を深めていきます。 

個人で行うだけでなく、仲間とともに作業を進めていく実習もありますのでコミュニケーション

をはかりながら協力して進めてください。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・情報技術に関する基礎的な知識と技術を習得させ、今後に発展させる能力を身につける。 

・情報化の意義や役割を理解し、自ら思考を深め、問題解決方法を適切に判断する能力を身につ

けるとともに、プログラム作成等においても適切に表現できる。 

・情報及び情報手段の活用に興味を持ち主体的に取り組む姿勢やコンピュータを利用した創造

的、実践的な活用方法に自ら取り組む態度を身につける。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

情報技術に関する基礎的な

知識と技術を理解し、情報

技術を利用した情報の収

集・処理・活用のために必要

な技術を身につけている。 

諸問題の解決をめざして自

ら思考を深め、問題解決方法

を適切に判断する能力を身

につけており、情報技術を活 

用して情報を処理・表現する 

ことができる。 

情報技術に関する基礎的な

知識と技術に関心をもち、そ

の習得に向けて意欲的に取

り組むとともに、実際に活用

しようとする創造的・実践的

な態度を身につけている。 

上に示す観点に基づいて学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じてそれぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前
期 

 

情

報

技

術

基

礎

の

概

要 

・コンピュータの歴史 

・システムとは 

・コンピュータシステムの構成 

・情報化社会におけるマ 

ナー、モラル、マネジメント 

 

a:コンピュータシステムについ 

ての概要や歴史について理解 

している。 

b:情報社会のマナー、モラル、マ 

ネジメントについてどのよう 

にかかわっていくかを考える 

ことができる。 

c: コンピュータの基本的な構成 

と特徴を積極的に学ぼうとし 

ている。 

 

 

テスト 

 

 

演習課題 

 

 

 

演習課題 

 

学習状況

の観察 

演習課題 

数
理
処
理 

・単位について 

・データ収集と解析について 

・モデル化とシミュレーション 

a:①関数電卓の基本操作を習得 

する。 

 ②データ収集分析についての 

知識、手法を習得する。 

b:収集分析したデータから標本 

の傾向や予測ができる。 

c:データの分析から傾向や法則 

性を見つけ、その活用や問題 

解決方法を導き出そうとして 

いる。 

 

 

テスト 

 

 

 

演習課題 

 

レポート 

 

 

演習課題 

 

 

学習状況

の観察 

演習課題 

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
技
術
の
理
解
と
情
報
の
活
用 

・マルチメディア技術の概要 

・ワープロソフトについて 

・表計算ソフトについて 

・プレゼンテーションソフトに 

ついて 

・インターネット活用技術 

a:①マルチメディア、インターネ

ット関連用語が理解できてい 

る。 

 ②ソフトウェアについて基本 

操作ができる。 

b:ソフトウェアを用いて自分の 

表現したいまたは必要とされ 

る内容や結果が得られている。 

c:成果物に対して見やすさや 

発表のしやすさなどへの工 

夫を行っている。 

 

 

 

 

 

演習課題 

 

 

演習課題 

学習状況

の観察 

演習課題 



 

※令和４年度以降入学生用 

後
期 

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア 

・n進数 

・論理回路 

a:n進数、論理回路の意味を理解 

している。ｎ進数間の変換や、 

論理回路の真理値表に基づい 

て結果を正しく求めることが 

できる。 

b:ｎ進数間変換について、相互間

だけでなく他の進数とどの様

に関係があるのかを思考する。

論理回路の出力結果について

どの様な回路が想定できるの

か思考する。 

c:ひとつの答に留まらず複数の 

答を考えることができる。 

 

 

テスト 

 

 

演習課題 

 

 

 

演習課題 

 

学習状況

の観察 

演習課題 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ 

・流れ図(フローチャート) 

・プログラミング言語について 

・プログラム作成 

 

a:流れ図の記号が理解できる。 

 流れ図が自身で作成できる。 

 プログラム言語についての知 

識を得、様々な言語があること 

がわかる。 

b:流れ図やプログラミングを作 

成する際に正しい結果が得ら 

れるように考えられる。 

c:見やすさなどに工夫すること 

ができる。 

 

 

 

 

演習課題 

 

 

演習課題 

学習状況

の観察 

演習課題 

 

※ 表中の観点について a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


